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ブラックホールと重力波

2025休館中も天体観望会、移動プラネタリウムなど出張イベントを
開催！詳しくは当館ホームページをご覧ください。

X（旧ツイッター）

2025年10月1日～
2026年夏頃(予定)まで
全面休館します



　地球上では重力があるため、空に向かってボールを投げると、しばらくして落ちて
きます。ですが、もっともっと速くボールを投げることができれば、ボールは地球から飛び出して宇宙へと飛んでいきます。
　どのくらい以上の速度で宇宙へ飛び出すことができるのか、という速さを脱出速度と言います。脱出速度は、星の質量が大きいほ
ど、そして星の半径が小さいほど、大きな速度になります。地球からの脱出速度は、秒速11.2キロメートルです。

　今から 50年前、はくちょう座のある部分から強いＸ線が発生しているのがわ
かりました。Ｘ線とはレントゲンで使われる放射線で、強いエネルギーをもって
います。ところが、Ｘ線を出している天体は見つかりません。それでも、短い時間
でＸ線の強さが変化していることから、小さな天体であることがわかります。「見えない」「小さな」天体とは、ブラックホールだと
考えられました。
　今では、はくちょう座のＸ線は、ブラックホールが、となりの星を飲み込んでいることが原因と考えられています。飲み込まれて
いく星は、ばらばらにくだけて、高速に回転しながらブラックホールに吸い込まれます。そのときに、分子どうしがはげしくぶつ
かってＸ線を出すのです。このような天体は、その後、50個以上発見されています。

　私たちの太陽系は、銀河系の中にあります。銀河
系の中心は、いて座の方向で 28000光年先にあり
ます。銀河系の中心付近には、たくさんの星があ
り、中心そのものを観測することは難しいのです
が、望遠鏡を工夫して中心を探しあてたところ、銀
河中心の近くでは多くの星が激しく運動している
ことが明らかになりました。そして、見えない１つ
の点から、すべての星が引力を受けていることを
示したのです。計算してみると、太陽の質量の 400
万倍のものがあるようです。「見えない」「巨大な引
力をもつ」天体といえば、ブラックホールです。し
かも、とてつもない大きさのブラックホールです。
これを超巨大ブラックホールと呼びます。

　ブラックホールの多くは、恒星が燃えつきてできると考えられてい
ます。恒星の中心では、水素がヘリウムに変わる核反応が起きていま
す。エネルギーをまわりに放出することで、恒星自体はだんだん軽く
なっていき、恒星が核反応をおこなう物質を使い果たすと、外向きに押
し出す力がなくなるために、つぶれていくことになります。残された中
心核の質量が大きいと、中心核は崩壊しつづけて、とても高密度な物質
になります。質量が太陽の 25 倍以上の恒星は、燃えつきた後にはブ
ラックホールになることが、シミュレーションによって知られていま
す。はくちょう座にあるのは、おそらく太陽と同じ程度のブラックホー
ルと考えられます。このようなブラックホールは、恒星の最後の姿の１
つと考えられます。
　一方で、天の川銀河の中心にあるのは、超巨大ブラックホールです。
このような大きなブラックホールがどのようにしてできるのかは、ま
だ謎ですが、２つのアイデアがあります。１つめは、合体説で、小さなブ
ラックホールがどんどん合体して大きく成長する、というものです。もう１つは、銀河が生まれる宇宙の初期に、たくさんのガスが
つぶれて、はじめから超巨大ブラックホールができていた、というものです。今のところ、どちらが正しいかはわかっていません。

特集ブラックホールと重力波 ブラックホールかもしれない
天体の発見

　ブラックホールは極めて高密度で光さえ吸収するほどの大きな重力を持つ天体です。2019 年には M87 銀河中心の超巨
大ブラックホールの「影＝シャドウ」が撮影されたことが発表され大きな話題となりました。また、2015 年にはブラック
ホールの合体によっておこる時空のゆがみの波である重力波が観測されました。
　天文科学館では、2025年の夏に特別展「極限時空・ブラックホールと重力波」を開催するとともに、8月のプラネタリウ
ム一般投影で「ブラックホール旅行ガイド」をテーマに、ブラックホールについて紹介をしました。今回の星空のレシピでも
ブラックホールと重力波を特集します。
※この特集は、特別展「極限時空・ブラックホールと重力波」の開催にあわせて大阪工業大学・真貝寿明教授が中心となって作成した解説リーフレット（主
に大阪市立科学館でまとめなおした｢小学生向け｣）より引用あるいは参考にしています。（解説リーフレットのダウンロード先は 6ページに記載。）

　今から 350 年ほど前の物理学者ニュートンは、すべての質量のあ
る物体は引力をおよぼしあうと考えました。この万有引力の方程式か
ら、地球や他の惑星での重力の大きさを計算できることがわかりまし
た。

重力

アインシュタイン

脱出速度

　すべてのもののうち、いちばん速く動くのは光です。私たちがどんなに速
いロケットをつくっても、光の速さを超えることはできません。
　とても大きな質量の星が、とても小さな半径をもっていたら、脱出速度は
光の速さになり、だれもそこから脱出できなくなります。例えば、太陽が半
径３キロメートルの大きさに押し込まれてしまったら光の速さでも脱出で
きません。このような星があれば、光も脱出できないため、外側から見たら
真っ黒のはずです。このような天体をブラックホールといいます。

脱出速度が光の速さを超えたら…

はくちょう座X-1

銀河系中心のブラックホール

いろいろなブラックホールと超巨大ブラックホールの謎
脱出速度が光速を超えるとブラックホールになる

相対性理論
　今から100年前に活躍した物理学者アインシュタインは、1905年に、光の速さに近いときの物理法則を
説明する「相対性理論」を発表しました。
　光の速さは、はかる人の運動と関係なく一定です。多くの物理学者が、その説明に困っていましたが、アイン
シュタインは、「速く動いている人の時間の進み方はゆっくりになる」と考えました。時間の進み方が、観測者

の動く速さで変わってくる（相対的）ことから、「相対性理論」と名づけられました。

　一般相対性理論を解くと、「とてもへんな答え」が導かれる場合があります。時空の中心の 1点にだけ、質量のある物体があると
すると、空間のゆがみが無限大になってしまうのです。無限大にゆがむと、相対性理論が正しくなくなってしまいます。アインシュ
タインは、「簡単すぎる仮定をしたから、変な答えになってしまったのだろう」と考えましたが、アインシュタインが亡くなった後、
この答えはブラックホールを表していることがわかりました。

相対性理論とブラックホール

２つ目の相対性理論
　アインシュタインは、それから10 年をかけて、「時間も空間も伸びたり縮んだりする」と考える 2 つ目の相対性理論をつくりました。
質量の大きい物体の近くでは、「たて・よこ・高さ」のある空間の長さは、トランポリンの膜のようにゆがむ、
というのです。大きな星があると、そのまわりの空間はゆがんで、まわりの物体は、そのゆがみにそって
引き込まれていきます。その動きこそが、重力の正体だと考えました。重力の大きいところではトランポ
リンが引き伸ばされるように、空間が長くなります。どんな場所でも光の速さは変わらないので、重力の
大きいところでは時間の進み方がゆっくりになることをあらわしています。
　この理論は、より広い意味で成り立つことから「一般相対性理論」と呼ぶことにしました。そして、最
初の相対性理論は特別な場合（光の速さに近い場合）に成り立つことから「特殊相対性理論」と呼ぶこと
にしました。

はくちょう座 X-1 の想像図

▲天文科学館・展示室の銀河系模型
　（中心に巨大ブラックホール）

◀16年の周期で楕円運動する星（S2）の焦点
　に相当する場所が銀河系中心で、太陽質量
　の 400 万倍の天体であることが見積もら
　れた

恒星の一生

重力による空間のゆがみのイメージ
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　この図は、ブラックホールのまわりにとらえられて周回
する光の様子をシミュレーションで描いたものです。中心
部分はブラックホールに飲み込まれてしまうため真っ暗
ですが、ブラックホールから少し離れたところでは光が何
周もまわり続けます（一部の光は外側に飛び出します）。光
が周回できる一番短い半径が不安定光子軌道です。

●特異点
ブラックホールの中心は、物質が崩壊して無限の密度に
なっていて、特異点と呼ばれます。
●事象の地平面（イベント・ホライズン）

物質とエネルギーがブラックホールの重力から脱出で
きない、つまり一度入ったら後戻りできなくなる限界面
です。これがブラックホールの「黒い」部分です。

M87銀河中心ブラックホール

重力波検出器（レーザー干渉計）

重力波の直接観測に成功

重力波の直接観測に成功

　2019 年 4 月に公開された、私たち人類が初めて見ることができたブラッ
クホールは、M87 という楕円銀河（距離：約 5500 万光年）の中心にある、
超巨大ブラックホールの写真でした。厳密には、ブラックホールの周囲から
発せられた光がつくるブラックホールの影（ブラックホールシャドウ）です。
　撮影されたブラックホールの写真から、中心部分にあるブラックホールの
質量は、太陽の 6500000000 倍（65 億倍）であることがわかりました。

銀河系中心ブラックホール
　EHT のグループは、私たちの銀河系の中心にあるブラックホールの写真撮影にも成功しました。写真をならべるとよく似ていま
すが、スケールが違います。銀河系中心までの距離は 28000 光年で、銀河系中心のブラックホールの質量は太陽の 4000000 倍

（400 万倍）です。

イベント・ホライズン・テレスコープ（EHT）

　遠い宇宙の星を観測するには、大きな望遠鏡が必要です。望遠鏡では、遠くの光を集めるために、レンズや鏡が使われます。レン
ズや鏡が大きいほど、光を集めることができるので、大きな望遠鏡が必要です。より大きな望遠鏡をつくるためには、鏡を内側に曲
げた「凹面鏡」がよく使われます。電波を観測する電波望遠鏡では、凹面鏡の形をした、テレビの衛星放送を受信するパラボラアンテ
ナのような望遠鏡が使われます。

　宇宙にある星の半分以上は、連星といって、2 つの星がお互いをぐるぐる回ってい
ることがわかっています。小さくて質量の大きな星が連星をつくっていたら、どう
なるでしょうか？
　空間のゆがみによって、トランポリンの膜は上下にゆれて、そのゆれが周りに広
がっていくでしょう。空間の伸び縮みが周囲に波のように伝わっていくのが、重力
波です。

　重力波を検出する方法として、レーザー干渉計を用いる
方法があります。
　2 本のレーザー光を互いに垂直な方向に飛ばし、それぞ
れの先に鏡を設置します。レーザー光は鏡で反射されて元
の位置に戻り、異なる方向に進んでいた 2 つの光が再び合
流します。光は波の性質をもっていますが、鏡までの距離
が完全に同じであれば、戻ってきた 2 つの光の波は同じ

「位相」を持つことになります。（位相は、波の高いところと
低いところの位置関係を表す言葉です。）
　鏡までの距離を少しだけ変えてみると、2 つのレーザーの「位相」が少しず
れます。波の高いところ同士が重なると光が強く観測され、波の高いところと
低いところが重なると光は互いに打ち消しあって弱く観測される「干渉」とい
う現象が発生します。光の強さを測定することで、鏡までの距離が変化したか
どうかが分かります。
　重力波が通過すると、空間がゆがんで物体間の距離が伸びたり縮んだりし
ます。このゆがみには、横方向が縮むと縦方向が伸び、横方向が伸びると縦方
向が縮むという性質があります。レーザーを 90 度異なる方向に配置し、2 つ
のレーザーの鏡までの距離がわずかに変化する様子を精密に測定すること
で、重力波の存在を検出することができるのです。
　現在稼働中のアメリカの LIGO、ヨーロッパの Virgo、日本の KAGRA は、い
ずれも 3 ～ 4 キロメートルに及ぶ非常に大規模な実験施設です。長いアーム
を持つことで微小な空間の歪みを捉えやすくし、重力波の検出感度を大幅に
向上させています。

　2015 年の初検出以来、この 10 年間で重力波の分野では驚くべき進展と発見がありました。す
でに公開されている 2024 年１月までの観測だけでも、170 を超えるブラックホール連星や中性
子星連星、もしくはブラックホールと中性子星のペアの合体イベントが確認されています。
　2024 年１月以降の観測では、さらに多くのイベントが確認されていて、2025 年から、カタロ
グが順次公開されているところです。

　2015 年 9 月14日、試運転中だったアメリカの LIGO が、ブラックホール連星
の合体によって生じたとされる重力波を捉えました。この信号が本当に重力波

であるかを確かめるため、慎重に時間をかけて検証が行われ、その 5 か月後の 2016 年 2 月に重力波
検出のニュースが世界中に発信されました。これは、アインシュタインの理論が提唱されてから100
年目に、ようやく達成された非常に大きな科学的成果でした。
　初めて検出された重力波「GW150914」の波形を解析した結果、合体した 2 つのブラックホールは
それぞれ太陽の 36 倍と 29 倍の質量を持ち、合体後には太陽の 62 倍の質量を持つ 1つのブラック
ホールが形成されたことが分かりました。合体が起きた距離は約13 億光年先と推定されています。
　ところで、36+29=65 なので計算が合わないように見えますね。実は、太陽質量の 3 倍分は重力波
としてエネルギーに変わり、放出されてしまったのです。ブラックホールの合体によって、太陽の 3 個
分のエネルギーが重力波として放出され、それが 13 億年かけて地球に届いた。とても壮大な話です
ね。

ブラックホールの構造

ブラックホールの写真撮影

EHT のグループによる電波望遠鏡

重力波のイメージ

レーザー干渉計の概念図

（上）2019 年に公開された M87 銀河中心のブラッ
クホールの写真　（下）2022 年に公開された銀河系
中心のブラックホールの写真

重力波

現在、世界にある 4 つの重力波検出器
（レーザー干渉計）

初めて検出された重力波の波形（上･中）
LIGO の 2 つの干渉計のデータ（下）2 つの
干渉計の波形が重なることを示している

　2019 年 4 月、はじめて、ブラックホールを直接撮
影した写真が公開されました。発表したのは、国際プ
ロジェクトであるイベント・ホライズン・テレスコー
プ（EHT）のグループです。
　宇宙にブラックホールがあったとしても、光が出て
こないので、ブラックホールに吸い込まれそうな光を
探すことになります。そのためには、視力の良い天体
望遠鏡が必要でした。EHT のグループは、世界中の電
波望遠鏡を使って、同じ時間に遠くのブラックホール
を一斉に観測することで、地球サイズの大きな電波望
遠鏡と同じ視力で観測できる技術を使いました。
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流星群の流星は、星空のある一点から広がるように見えるんだ。
その中心となる点は「放射点」と呼ばれ、放射点のある星座の
名前が流星群の名前
になるんだ。でも、
流れ星は、空のどこ
に流れるか分からな
いぞ。「できるだけ
空が広く見渡せる場
所」で観察しよう。
後は、「街明かりの
少ない場所で」「流
星群の夜に」「根気
よく観察する」こと
が大切なんだ！

シゴセンジャーレッド

シゴセンジャーブルーブラック星博士

　12 月には、ふたご座流星群が見られるぞ。流星群は、毎年決まった頃に、まとまって流れ星が見られる現象だ。流星群や、
ふたご座流星群の見どころを紹介しよう！

ふたご座流星群を観察しよう！

流星群ってなあに？

流れ星は、宇宙に漂う１ミリメート
ルから数センチメートルほどの小さ
なチリが、地球の大気に飛び込んで
きて光る現象なんだ。流星群の流
れ星は、彗星と深い関係がある。彗
星は、氷やチリが混じった汚れた雪
玉のような天体だ。太陽に近づくと
氷が溶けだすため、彗星が通り過
ぎた後には、たくさんのチリが残さ
れている。地球がそこを通ると、た
くさんのチリが流れ星となって見え
るんだ。地球は毎年決まった時期に
同じ位置をとおるので毎年決まった
時期に流星群が見られるんだ。

どうやって観察したら良いのだろう？ふたご座流星群はいつ見えるの？

ふたご座流星群の流れる期間は、12月4
日～20日だぞ。一番たくさんの流れ星が
見られる日は、12月12日から13日にか
けての午後９時から午前２時頃と、13日
から14日にかけての午後9時から午前2
時頃だ。流れ星を見る時、月明かりがあ
ると流れ星を見つけにくくなるんだ。今
年のふたご座流星群は、月が昇ってくる
午前２時頃までが好条件だぞ！

ふたご座流星群の流星のチ
リは、「小惑星フェートン」
がまき散らしたものなんだ。
フェートンは、小惑星であ
りながら、チリをまき散ら
す彗星のような性質も持っ
て い る、と
てもおもし
ろい天体な
んだ。

ふたご座流星群、流れ星がたくさん
「降った！GO！」

わはははははは！

流星群の観察には、サマーベッドや、レジャーシート
があると便利だぞ。寒さ対策もしっかりと！ 

ⒸJAXA

Ⓒ天体観測手帳2025

極限時空・ブラックホールと重力波特別展
2025年7月19日～9月7日

実施報告

特別展関連イベント
　特別展開催期間中の８月 24 日には、関連イベントとして、大阪工業
大学・真貝教授らにご協力いただき、「地球の重力を抜け出せるか !? 
VR で重力脱出体験」や講演会「ブラックホールと重力波、何がどこま
でわかったか」を開催しました。参加者からの質問にも、たくさん答え
ていただきました。

大阪や仙台でも開催

●大阪市立科学館のようす

　この特別展は、台湾・國立自然科学博物館が制作し、2023 年 6 月から 2024 年 4 月に開催された特別展をベースに、日本の KAGRA
プロジェクトやブラックホール直接撮像の ALMA プロジェクトに協力をいただき、最新の研究成果を含めてアレンジしたものであり、巡
回展として全国を巡ります。当館での特別展開催期間と同じ時期には、大阪市立科学館や仙台市天文台でも開催されました。特に、大阪市
立科学館とは、同じ近畿での同時期開催ということもあり、デジタルスタンプラリーなど、明石、大阪の 2 会場をつなぐ連携イベントも実
施しました。各施設の担当者に展示の様子をうかがいました。

　大阪市立科学館では 7/19 ～ 8/31 に開催しました。常設展示場内に
あったため、連日多くの来場者でにぎわいました。大阪会場ならではの展
示「こんなところにブラックホール？」や「重力レンズ効果」では、皆さんが
楽しそうにポーズを決めて撮影されていました。（「重力レンズ効果」の写
真中央でスマホを構えているのは、今回ご協力いただいた王さんです。）

●仙台市天文台のようす
　仙台市天文台では、7/26 ～ 10/13 に開催しました。子ども向け、一般向
け、理系学生向けの 3 種類の解説書を手に、じっくりとご覧になる方が多
くいらっしゃいました。なかには持参したノートにメモをしている方も。最
新の研究成果の展示に、来場者からは驚きの声が寄せられました。

　この特別展では、解説パネルの
他、ブラックホールを観測する電波
望遠鏡の模型や重力波検出装置に
使われる人工サファイア鏡、レー
ザー干渉計模型などの貴重な資料、
そして、ブラックホールレンズで写
真を撮るコーナーや地球の重力を
脱出する体験コーナーなどもあり、
楽しみながら、ブラックホールや重
力波について学び・親しんでいた
だきました。また、期間中に、検出さ
れた重力波の最新カタログが発表
され、最新情報を展示パネルに追加
したりもしました。夏休み期間とい
うこともあって、家族連れなどの多
くの来館者があり、アンケートでは

「体験できるものがあっておもしろ
かった。」、「大変興味深かった。」と
いった感想もいただきました。

　特別展開催期間にあわせて、８月
のプラネタリウム一般投影では「ブ
ラックホール旅行ガイド」と題し、
ブラックホールについての解説の
あと、夏の宇宙旅行のおすすめス
ポットとして、迫力ある全天周映像
で、はくちょう座 X-1 や銀河系中心
のブラックホール、M87 銀河のブ
ラックホールをめぐる旅行に出か
けました。

８月プラネタリウム
一般投影

銀河系中心ブラックホールの
巨大タペストリーと電波望遠鏡模型

展示風景

VRで重力脱出体験 講演会

提供：大阪市立科学館

提供：仙台市天文台

人工サファイア鏡 宇宙へ Go ！
～地球を飛び出そう～

★解説リーフレット
　特別展「極限時空・ブラックホールと重力波」では、展示した内容に、最先端の研
究成果を含めた、3 種類の解説リーフレット（やさしく解説編（小学生向け）／詳し
く解説編（一般向け）／本気で解説編（理系大学生向け））を用意しました。右記の
QR コードからダウンロードしていただくことができます。 〈やさしく解説編〉 〈詳しく解説編〉 〈本気で解説編〉
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左から、ヒコみずのジュエリーカレッジ　小林先生、野島先生
　　　 セイコーミュージアム銀座　石井館長、明石市立天文科学館　井上館長

イべントレポート E V E N T  R E P O R TE V E N T  R E P O R T

　セイコーが初めて作ったからくり時
計「マリオンクロック」のパペットと共
に、初代家庭用からくり時計や、世界に
数台しかない貴重なからくり時計など、
セイコーミュージアム銀座が所蔵する
からくり時計を20台紹介しました。３分
ずつ時刻をずらして展示し、順番にパ
フォーマンスする様子を楽しんでいた
だきました。館職員が取材した、世界や
近くのからくり時計の映像も紹介しま
した。子どもから大人まで、夢中になる、
笑顔になる、特別展になりました。

6月7日(土)
　セイコーミュージアム
銀座から講師をお招きし、
世界で一つだけのオリジ
ナルの時計を工作しまし
た。文字盤には、元気いっ
ぱい自由に絵を描いてい
ただきました。初めて目に
する、本格的な道具を使っ
て、時計の針の取り付けを
体験しました。正確に取り
付けられているか、先生の
チェツクが厳しく入りま
す。文字盤を入れて、裏側
の金具をとめます。無事、
全部の時計が動き出すと、
歓声が上がりました。どの
時計もカラフルで素敵に
完成しました！ みなさん
のお家で、元気よく時を刻
んでくれるでしょう！

7月13日(日)
　ゲストにセイコーミュージアム銀座の石井館長と、講師にヒコみづ
のジュエリーカレッジウォッチコースの小林先生、野島先生をお迎え
し、時計について楽しく学ぶオンライン講座を行いました。石井館長に
は、開発に携わってこられたセイコー時計の紹介や、開発エピソードを
伺いました。小林先生と野島先生からは、機械式時計の仕組みや月齢
表示（ムーンフェイズ）の仕組みにつ
いてお話いただきました。進行の井上
館長のトークも、チャット欄も大変盛
り上がりました。

6月21日(土)・22日(日)
　しもすわ今昔館おいで
や「時計工房・儀象堂」か
ら講師をお招きし、クォー
ツを使用した本格的な電
池式の腕時計の組み立て
を体験しました。完成さ
れたムーブメントを使用
した1時間コースと、内部
ムーブメントから組立て
る本格的な3時間コース
を行いました。とても小
さな部品を、一つ一つ組
みあげていく作業は、と
ても大変でしたが、歯車
や時計の針が動き出した
ときには、「お～っ！」と喜
びの声も聞かれました。
参加された皆さん、完成
した腕時計を大切に持ち
帰られました。

展示風景（「天文時計」・「プラネタリウム惑星投影機」）

特別展「からくり時計の世界　セイコーミュージアム 銀座 共同企画」 6 月 10 日　時の記念日
期間：2025年6月7日（土）～7月13日（日）　　会場：天文科学館3階特別展示室

●展示

●関連イベント

わくわく時計教室

　天文科学館の1階出口近くにある漏刻が設置されて今年で20周年
となりました。これを記念し、時の記念日に漏刻博士が登場！漏刻博士
と一緒に正午の時報のカウントダウンを行いました。
　また、学芸員によ
る時の記念日や漏刻
についての解説や、
カウントダウン後に
は漏刻博士との記念
撮影会も行いまし
た。お天気のすぐれ
ない中ではありまし
たが、多くのお客様
と共に、時の記念日
を祝いました。

祝20周年！漏刻博士とカウントダウンショー
　素敵な生の音楽と星空をお楽しみいただくプラネタリウム特別投
影。今回は相愛音楽大学の同級生、宮崎裕梨さん（ヴァイオリン）と井筒
将太さん（ギター）のユニット「レゾナンシア」による演奏を聴きなが
ら、プラネタリウムの星空をお楽しみいただきました。
　時の記念日特別バー
ジョンの今回は、太陽と
月の動き、子午線のお話
と共に「時」をイメージ
した楽曲が演奏されま
した。参加された皆さま
にも「時」を感じるひと
時となったのではない
でしょうか。

星と音楽のプラネタリウム～時の記念日特別バージョン～

ほっトケイないDAY2025

腕時計づくり体験

7月5日(土)
　毎年恒例の「七夕ナイトミュージアム」を、今回は第１部講演会、第2
部プラネタリウムコンサート、第３部天体観望会という内容で行いま
した。

　第1部では、講師に平松正顕氏
（国立天文台天文情報センター
副センター長）を迎え、「天の川
のヒミツ：星の誕生と銀河の歴
史」をテーマにご講演いただき
ました。アルマ望遠鏡など大型
望遠鏡による観測の成果により
分かってきた天の川銀河の姿
や、銀河の中で星が生まれる場
所などを楽しく、わかりやすく
解説していただきました。

七夕ナイトミュージアム
5月17日(土)　アンサンブル エレガンテ 
6月14日(土)　越山 満美子 (ピアノ)

　５月17日(土)は福田絵美さん(ピアノ)、加賀景子さん(ピアノ＆フ
ルート)、芦田結衣子さん(クラリネット)で構成される「アンサンブル 
エレガンテ」、６月14日(土)は越山 満美子さんのピアノ演奏を、その日
の星空や、季節の星座、宇宙探査など様々な話題と共に楽しみました。

「アンサンブル エレガンテ」さんは、クラシック音楽から映画音楽まで
多岐にわたるジャンルの音楽を、越山さんはジャズを演奏され、参加さ
れた方からは「星と音楽のコラボに癒されました」「ジャズは星空にと
てもマッチしていました」などの感想をいただきました。

星と音楽のプラネタリウム

第1部 講演「天の川のヒミツ：星の誕生と銀河の歴史」

　第2部では、ヴァイオリニストTiffanyさんによるプラネタリウムコ
ンサートを行いました。「ホール・ニュー・ワールド」や「星に願いを」な
ど多くの人に馴染みのある
音楽を中心に、プラネタリウ
ムの星空のもと、美しい音色
を楽しみました。また、話題の
アニメ「チ。―地球の運動に
ついて―」のテーマソング

「怪獣」も演奏され、最新の天
文の話題を取り入れた内容
となりました。

第２部 プラネタリウムコンサート
　第3部では、4階日時計
広場で天体観望会を行い
ました。当日は天気にも恵
まれ、七夕にふさわしく、
織姫星「ベガ」や彦星「アル
タイル」そして「月」を観望
することが出来ました。初
めて望遠鏡で星を見たと
いう方もおられ、短い時間
ではありましたが充実し
た観望会となりました。

第３部 天体観望会

◀見逃し配信は　　こちら

アンサンブルエレガンテ 越山　満美子
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特別展

シゴセンジャー

イベント

天体観望会

Live 配信
10月6日(月）
「中秋の名月Live配信」

10月12日(日）
「夕焼けパンダLive配信」

10月25日(土）
「明石公園で天体観望会」

11月15日(土）
「明石公園で天体観望会」

12月20日(土）
「明石公園で天体観望会」

11月23日(日)・24日(月・振)
「ミート・ザ・天文科学館」

12月7日(日）
「軌道星隊シゴセンジャー巡業場所『20周年記念スペシャル』」

10月10日（金）～10月13日（月・祝）
「夏休み・児童生徒作品展～中学生の部～」

12月24日(水）～1月18日(日）
「天文科学館展IN文化博物館
（2026年全国カレンダー展）」

1110

10月 12~ 月 イべント情報

12月 10月 11月 

※参加申し込み方法などの詳細は、ホームページでご案内します。

2005年にデビューした軌道星
隊シゴセンジャーは、2025年に
20周年を迎えました。休館中の
天文科学館を飛び出し、「子午線
ホール」でスペシャルイベント
を開催します。

事前申込

その他のイベントその他のイベント

特別展特別展

E v e n t  C a l e n d a r

10月6日（月）　18時～21時

12月7日(日)　14:30～16:30

2025年の中秋の名月は10月6
日です。天文科学館YouTube
チャンネルで中秋の名月をライ
ブ配信します。土星の観察や今
後注目の天文現象の解説も行い
ます。

太陽と通信用アンテナが重なって現
れる「夕焼けパンダ」の様子を明石市
立天文科学館YouTubeチャンネル
でライブ配信します。

10月12日（日）　16時30分～18時頃

  会場 　　　明石公園　　　　あかし市民広場　　　　子午線ホール　　　　明石市立文化博物館

館長コラム

中秋の名月Live配信 夕焼けパンダLive配信

・10月25日（土）　18:00～19:30
・11月15日（土）　18:00～19:30
・12月20日（土）　18:00～19:30

土星など、その夜に見られる天体を望遠鏡で観望します。（天候により中止に
なる場合があります。）

移動式プラネタリウムや
ワークショップ、宇宙のパ
ネル展示等、休館中の天文
科学館が、あかし市民広場
にやってきます！

11月23日(日)・24日(月･振)
明石公園で天体観望会 ミート・ザ・天文科学館

中学生が、夏休みに制作した
作品を展示します。10月13
日には入賞者によるプレゼ
ンテーション発表会を行い
ます。

10月10日（金）～10月13日（月・祝）

夏休み・児童生徒作品展～中学生の部～

2025年10月からの休館期間中、注目の天文現象な
どを紹介する「おうちで天文科学館」を、天文科学館
YouTubeチャンネルで、毎月、配信します。シゴセ
ンジャーも登場するぞ！

おうちで天文科学館2025

● 会　場 ：
　 明石公園東芝生広場
● 参加方法 ：
　 当日受付。開催時間内に会場にお

越しください。

● 会　場 ： 
　 ウィズあかし・子午線ホール
　 （アスピア明石北館9階）
● 参加方法 ：

● 会　場 ： あかし市民広場

● 会　場 ： あかし市民広場

全国の企業や公共施設、動
物園などが発行する2026
年カレンダーを展示する

「2026年全国カレンダー
展」の他、時や宇宙に関す
る展示をおこないます。

12月24日（水）～1月18日（日）
※文化博物館の開館日のみ

天文科学館展IN文化博物館（2026年全国カレンダー展）

● 会　場 ：
　 明石市立文化博物館

※開催時間などの詳細は、
　ホームページでご案内
　します。

軌道星隊シゴセンジャー巡業場所『20周年記念スペシャル』

YouTubeチャンネル
QRコード

2025年全国カレンダー展展示風景

2018年の展示風景

10月より当館は工事のための長期休館に入ります。休館中もいろいろな事業が予定されています。その第一弾として、10月2
日から5日にかけて、国際天文学連合（IAU）国際普及室
（OAO）と国際プラネタリウム協会（IPS）がプラネタリウム誕
生100周年を記念した国際イベント「100時間の天文学」を開催
します。当館はこの国際イベントの主催拠点に選ばれ、世界同時
ライブ配信「24時間プラネタリウム」を行います。2025年10月
4日正午から24時間開催です。工事期間に入ったために偶然可能
となったタイミングとも言えます。この記事を書いている間も、
準備のためのメールが
飛び交っています。当
館のいろいろな取り組
みも世界デビューの予
定です！楽しみにして
います！

国際イベントの打ち合わせの様子 IAU/OAOのシンシアさん、ケリーさんと井上館長。打ち合わせの様子(？）
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2025

2025.9.8 皆既月食と明石海峡大橋（撮影：国立天文台アルマプロジェクト広報　岩下慎吾）
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ブラックホールと重力波

2025休館中も天体観望会、移動プラネタリウムなど出張イベントを
開催！詳しくは当館ホームページをご覧ください。

X（旧ツイッター）

2025年10月1日～
2026年夏頃(予定)まで
全面休館します


